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平成27年9月関東・東北豪雨災害を受け，鬼怒川・小貝川沿川の自治体等で構成される減災対

策協議会では，逃げ遅れゼロを目標に自分自身の防災行動計画（マイ・タイムライン）が検討

され，住民に向けた普及活動が行われている． 
本論文では，その普及活動の中で課題となっている，マイ・タイムラインの作成方法を住民

に伝えられる人材の増員について，実施している取組を報告する． 
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１． はじめに 

 

(1) 背景 

 平成27年9月関東・東北豪雨による鬼怒川の堤防決壊

等で，多数の住民等が孤立してしまう「逃げ遅れ」が発

生したことを受け，国土交通省は，河川管理者をはじめ

行政や住民等の各主体が「施設の能力には限界があり，

施設では防ぎきれない大洪水は必ず発生するもの」へと

意識を改革し，社会全体で洪水氾濫に備えることを掲げ

た，水防災意識社会再構築ビジョンを策定した1)．この

ビジョンに基づき，住民が自らリスクを察知し主体的に

避難できるよう，より実効性のある「住民目線のソフト

対策」へ転換する取組を行ってきたが，平成30年7月豪

雨災害においても逃げ遅れによる甚大な被害が発生した

ことを受け，社会資本整備審議会内の小委員会より出さ

れた答申2)では，この取組をより一層，加速させる必要

があることが述べられた． 

 

(2) マイ・タイムラインの概要とこれまでの取組 

平成27年9月関東・東北豪雨にて甚大な被害があった

自治体を含み構成される「鬼怒川・小貝川下流域大規模

氾濫に関する減災対策協議会」，上流域の自治体が主と

して構成される「鬼怒川・小貝川上流域大規模氾濫に関

する減災対策協議会」（以下，これら2つをまとめて減

災対策協議会と呼ぶ）では，大規模水害からの逃げ遅れ

ゼロを目標とした取組を行っている．減災対策協議会は

その具体的な取組の一つとして，平成28年10月より，住

民ひとり一人が，河川の水位が上昇していく際の自分自

身の防災行動計画（マイ・タイムライン）を作成する

「みんなでタイムラインプロジェクト」（以下，プロ 
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ジェクトと呼ぶ）を推進している．マイ・タイムライン

の作成方法は，常総市内の2地区をモデル地区として平

成28年10月から翌年3月にかけて実施した「常総市マ

イ・タイムライン検討会」3)（以下，検討会と呼ぶ）に

て検討され，マイ・タイムラインの作成時は以下3つの

段階を踏むことが推奨された． 

【STEP1】自身の住んでいる地区等の洪水リスクを知る 

【STEP2】洪水時に得られる情報とタイムラインの考え

方を知る 

【STEP3】マイ・タイムラインを作成する 

これらの段階を踏んでマイ・タイムラインを作成する

ことで，作成者自身の水防災知識が向上するとともに，

水防災意識も高揚することが確認されている4)． 

検討会に出席し，マイ・タイムラインを作成したのは

成人のみであったが，減災対策協議会は学校関係者の協

力を得ることで，小中学生においてもマイ・タイムライ

ンが作成できるよう「小中学生向けマイ・タイムライン

検討ツール 逃げキッド」（図-1）を平成29年9月に作

成し5)，平成31年3月末時点までで50校で約80回の防災教 



 

 

 

育を実施し，本年度においても約
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があり，解決策として，

ラインの作成方法を伝える
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防災士等の防災意識の高い方に

成方法を伝える技術を身につけて

自治会単位で作成講座を実施いただくこと

いるが，実施

 実施にこそ至っていなかったが，防災意識の高い方

活躍いただく

れゼロへの一歩であると考えられ

 そこで，減災対策協議会では，マイ・タイムラインの
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 回数を数える方法は
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主催 

1 減災対策

協議会 
2 市民団体

3 自治体(
怒川・小

貝川流域

外) 

 

 アンケート調査項目の認定講座内容以外で知りたい事

項については，自由記入形式としたところ，以下の意見

（例）が回答された．

・多数の方に対しての

・具体的なマイ・タイムラインの普及方法

・ハザードマップの作成方法

・気象情報やニュース等で使われている用語が実際にど

ういう状況なのかを具体的に伝える方法

 

４． リーダーによる作成講座

 

(1) 開催事例

活動報告書

した作成講座の主催，受講者，説明者の例を

成講座の実施風景を

 

(2) 活動報告書に記載された改善点・課題点等

 活動報告書「今後の活動に向けた改善点・課題点等」

の記載やリーダーへのヒアリングより聞き出すことので

きた意見の例は以下のとおりである．

・初めての作成講座であったが，認定講座で教わったこ

とを思い出しながら説明補助をすることができた．今

後参加する作成講座では逃げキッド活用ガイドでもっ

図-6 リーダーの年代内訳

表-2 リーダーによる作成講座の例
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不明) 
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ういう状況なのかを具体的に伝える方法

リーダーによる作成講座

開催事例 
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活動報告書に記載された改善点・課題点等
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後参加する作成講座では逃げキッド活用ガイドでもっ
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22.2%
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・具体的なマイ・タイムラインの普及方法 
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・地区に高齢者が何人いるか，どの場所にいるか日常か

ら把握しておくことが必要と思った．
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ことが難しかった．他のリーダーとのコミュニケー

ションが図れるリーダー向けの講座や意見交換の場が

 

今後の課題 

今後の課題として以下が考えられる．

減災対策協議会が主催する作成講座におけるリー

ダーの活動範囲 

に記載した通り，減災対策協議会

作成講座にリーダーが参加

治体が主体となることとしている．

体が異なれば近隣のリーダーに情報が渡らない可能

 

リーダーへの連絡手段

自治体からリーダーに作成講座の参加者を募集す

る際等において，今回認定されたリーダーは

全体の説明・進行：

リーダーがスライドを

 

リーダーが巡

リーダーによる作成講座の例（表-2

・近年の災害や自分自身の住んでいる地域の状況などを

さらに勉強し，活動支援に生かしていきたい．

・地区に高齢者が何人いるか，どの場所にいるか日常か

ら把握しておくことが必要と思った． 

・他のリーダーと初対面であったため，意思疎通を図

ことが難しかった．他のリーダーとのコミュニケー

ションが図れるリーダー向けの講座や意見交換の場が

今後の課題として以下が考えられる． 

減災対策協議会が主催する作成講座におけるリー

通り，減災対策協議会

作成講座にリーダーが参加する場合の調整

ることとしている．そのため，自治

体が異なれば近隣のリーダーに情報が渡らない可能

の連絡手段 

自治体からリーダーに作成講座の参加者を募集す

今回認定されたリーダーは

全体の説明・進行： 

リーダーがスライドを用いて

2中のNo.1） 

・近年の災害や自分自身の住んでいる地域の状況などを

さらに勉強し，活動支援に生かしていきたい． 

・地区に高齢者が何人いるか，どの場所にいるか日常か

・他のリーダーと初対面であったため，意思疎通を図る

ことが難しかった．他のリーダーとのコミュニケー

ションが図れるリーダー向けの講座や意見交換の場が

減災対策協議会が主催する作成講座におけるリー

通り，減災対策協議会が開催

する場合の調整は自

そのため，自治
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・近年の災害や自分自身の住んでいる地域の状況などを

・地区に高齢者が何人いるか，どの場所にいるか日常か

る

ことが難しかった．他のリーダーとのコミュニケー

ションが図れるリーダー向けの講座や意見交換の場が
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上が過半数を占める結果となったこともあり，イン

ターネット環境が無いた方も存在しE-mail等による

一斉送信では連絡ができず，個別に電話等をしなく

てはならない可能性がある． 

 ③リーダーの認定・育成 

   約200名のリーダーを認定したが，地域によって

認定者が少ない地域もあり，認定者を増やす試みが

必要であること．また，リーダーが活動に当たって

の疑問点等を解消する場を設け，プロジェクトを更

に加速し，推進する必要がある． 
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